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 <今週のトピックス> 

 

（１） 産業用ロボット市場の拡大が加速、メーカー９割で受注増加 
 

■ 産業用ロボット市場の拡大ペースが加速している。独自ブランドで産業用ロボットを生

産している中国企業のうち、約９割は今年上半期の新規受注が前年同月に比べて増

加しており、増加幅は約７割の企業で２０％を超えた。このデータは中国機械工業連合

会の王瑞祥会長が１５日、北京で開催された製造業関連のフォーラムで明らかにしたと

中国国内メディアが伝えた。 

 

■ 産業用ロボット販売台数は２０１６年に８万９０００台。中国市場は過去４年間連続で世

界一の規模となっており、２０年には販売台数が１５万台、保有台数が８０万台に増加

すると予測されている。世界全体で見ると、１６年に産業用ロボットの販売額は初めて１

３２億米ドル（＠１１３円、約１兆４９１６億円）を突破。特に、中国をはじめとしたアジア各

国での成長が目立つ。 

 

■ ロボットの導入が急速に進む原動力となっているのは、国が推進する製造業発展計画

「中国製造２０２５」だ。同計画では、ロボットの導入などによる「スマート製造業の発展」

を促している。こうした状況の中、ある中国国内エアコン大手メーカーは自らスマート製

造設備の生産に乗り出した。現在は産業用ロボット、NC 工作機械、自動化倉庫設備な

どを生産。これら製品の売上高は今年上半期に９億６２００万人民元（＠１７円、約１６３

億円）に達し、前年同期に比べ２８倍の急増となった。 

 

（２） 非鉄業況が好転、「供給サイド改革」で価格上昇 

 

■ 相場の回復を背景に、非鉄金属業界が息を吹き返している。習近平・国家主席の肝い

りで進められる過剰生産能力削減に向けた「供給サイド改革」や環境対策に伴う生産

制限が追い風。需給の引き締まりを背景に、金属製品価格が上昇に向かい、大手上場

企業の収益力を改善させている。中国国内メディアが１６日付で伝えた。 
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■ 電解アルミニウムなど非鉄金属の価格は今年、トン当たり価格が年初の１万３０００人

民元（＠１７円、約２２万円）から足もとで１万５０００人民元と、約１５％上昇。１万７０００

人民元の高値を付ける局面もみられた。こうしたなか、上場非鉄１８社の第３四半期業

績は、９割が利益を計上。うち７９社が増益、１３社が黒字転換。また１〜９月業績では、

６社の増益幅が１０倍を超過している。 

 

■ 電解アルミ業に関して、中国政府は今年、過去に類をみないほどの厳格さで違法生産

を取り締まっている。今年４月以降、建設中の施設を含め年産力換算で合計１１００万ト

ンの設備を閉鎖させた。また冬期暖房期間中の生産規制も強化し、北京・天津・河北と

その周辺エリアの合計２８都市で、電解アルミの３０％減産を指示した。さらには、減産

期間を当初の１１月１５〜３月１５日から、１１月１日〜３月３１日へと１カ月間延長してい

る。１８年のアルミ価格について、業界関係者の間では楽観する向きが強い。中国有色

金属工業協会の文献軍・副会長は、「アルミ業界に対する供給サイド改革政策に関して、

政府は来年も手を緩めることはない」と指摘。「需給均衡による価格下支えが続く」との

見方を示した。 

 

（３） アリババ独身の日の取引額、過去最高を更新 
 

■ １１月１１日、中国インターネット通販の一大販売促進イベント「独身の日（双十一）」が

開催された。イベントの火付け役でネット通販最大手の阿里巴巴集団（アリババ）では、

１１日の取引額が１６８２億６９６４万元（＠１７円、約２兆８６０６億円）となり、前年を３

９％上回り過去最高を更新した。 

 

■ 決済件数は約１４億８０００万回で前年比４１％増加した。発送件数は約８億１２００万件。

取引額が１億元を超えた出店事業者は１６７事業者だった。５億元超は１７事業者、１０

億元超も６事業者あった。世界のブランド約１４万件、商品約１５００万点が販売され、

参加した消費者は５億人を超えた。 

 

■ アリババは今年、海外の消費者、出店者との取引拡大にも取り組んだ。海外出店者と

中国消費者間の取引では、日本や米国、オーストラリア、ドイツ、韓国の出店者への発

注が多かった。日本のブランドでは「花王」や「メリーズ」が取引額で上位５ブランドに入

っている。中国出店者と海外消費者間の取引では、ロシアや香港、米国、台湾、オース

トラリアからの購入が目立ったという。 
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<相場情報> 

 

（為替相場） （出所： Thomson Reuters、Close Rate）  2017年 

項目 2017/11/13 2017/11/14 2017/11/15 2017/11/16 2017/11/17 

1USD/RMB 6.6385 6.6350 6.6200 6.6273 6.6245 

1USD/JPY 113.61 113.44 112.86 113.05 112.07 

1RMB/JPY 17.1138 17.0972 17.0483 17.0582 16.9175 

1RMB/HKD 1.1751 1.1760 1.1792 1.1784 1.1790 

 

（株式市場） （出所： Thomson Reuters）  2017年 

項目 2017/11/13 2017/11/14 2017/11/15 2017/11/16 2017/11/17 

上海 A株 3610.86 3591.69 3563.39 3559.96 3543.03 

上海 B株 354.09 352.80 350.00 349.62 342.10 

深圳 A株 2139.00 2118.74 2097.63 2102.38 2043.95 

深圳 B株 1242.93 1226.90 1217.18 1215.48 1187.87 

 

（人民元基準金利） （出所：中国人民銀行 2015年 10月 26日改定）（年利、％）  

普通預金 定期預金 貸出 

利率 期間 利率 期間 利率 

0.35 

 

3 ヶ月 1.10 1年 4.35 

6.3  6 ヶ月 1.30 1年～5年 4.75 

 1年 1.50 5年超 4.90 

  2年 2.10   

 

 

以上 
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